
水資源機構 低入札価格審査委員会 審議概要

平成２２年度第８回低入札価格審査委員会については、下記の通り書類の回議をもっ

て審議が行われ、調査結果については了承された。

開催日：平成２３年３月１６日、１７日及び２２日

委 員

委員長 小 澤 一 雅 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 教授

尾野村 祐治 ジャーナリスト

高 田 敏 明 弁護士

（五十音順敬称略）

議 事 １： 武蔵水路下流部改築工事の調査結果及び対処方針について】【

調査結果等：低入札価格調査制度における重点調査を評価値第１位から第９位の者につ

いて並行して行った。その結果、評価値第１位から第９位の者については、

費用の未計上や不適切な計上内容が確認されるなどしたことから、当該契約

の内容に適合した履行がされるとは判断できない。

以上のことから、評価値第１０位の者に対し低入札価格調査を行い、適切

に施工できると認められる場合は、当該者を落札者とする。

審議の概要

・調査結果等については了承する。

・重点調査には、発注者、応札者共に多大な労力を要することから、今回のよ

うに多数の業者が調査の対象となる状況を考えると、今後、同様の工事を発

注するに当たっては二段階選抜を導入するべきではないか。また、重点調査

制度についても合理的なものに見直すことを検討するべきであると考える。

議 事 ２： 武蔵水路糠田排水機場ポンプ設備改修工事の調査結果及び対処方針につい【

て】

調査結果等：低入札価格調査制度における重点調査を評価値第１位から第４位の者につ

いて並行して行った。その結果、評価値第１位から第４位の者については、

費用の未計上や不適切な計上内容が確認されるなどしたことから、当該契約

の内容に適合した履行がされるとは判断できない。

以上のことから、評価値第５位の者に対し低入札価格調査を行い、適切に

施工できると認められる場合は、当該者を落札者とする。

審議の概要

・調査結果等については了承する。

・水資源機構が行う事業の品質等に対してクレームを受けないためにも重点調



査は必要であると考える。

・重点調査の実施基準の額を各費用毎に１円でも下回ると調査の対象となると

規定していることの是非を検討する必要があると考える。


